
無免許運転防⽌！準中型トラックの特徴
このトラックは準中型免許を持っていないと運転できません！

準中型トラックの特徴です。

⼀般的に２トントラック、３トントラックと呼ばれているもので、積める荷物の重さが⼤体そのくら
いということです。

キャブはかなり⼩さくなり、ベッドスペースがついているものは⾒たことがありません。

ミラーも⼩型で、ステーは下から伸びているタイプです。

ボディの⼤きさは標準とかワイドとかロングなどまちまちで、４トントラックと変わらないものもあ
ります。

タイヤは２軸、ナンバープレートは中板です。



ちょっと判断に困るのが後部反射器。

これがついているのは⾞両総重量７ｔ以上の貨物⾃動⾞で、４トントラック以上についていると思え
ば楽です。

ですが、準中型トラックのうち⼤きなものにはついていることがあります。

反射器がついていたら準中型免許で運転できるかどうかのギリギリの⼤きさなので、⼤丈夫かどうか
確認してください。

準中型免許は運転経験ゼロでも18歳になれば取得できます。

（準中型⾃動⾞とは⾞両総重量3.500kg以上7.500kg未満、最⼤積載量2.000kg以上4.500kg未満の
いずれかに該当する⾃動⾞です。乗⾞定員は10⼈以下です。）

「準中型免許」には⼆つの種類があって、⼀つは限定の無い準中型免許、もう⼀つは準中型５ｔ限定
免許です。

「準中型５ｔ限定免許」はひとつ前の普通免許のことで、これを持っている⽅はだいたい２トントラ
ックまでを運転することができます。

２トントラックと３トントラックの区別は荷台後部の最⼤積載量のステッカーが参考になりますが、
荷台のつくりや装備によって⾞両総重量は変わるのでこれだけでの判断は危険です。



ということで、準中型５ｔ限定免許持ちの⽅は⾞検証で確認する機会が多くなりそうです（準中型５
ｔ限定免許で準中型⾃動⾞を運転した場合、免許条件違反になります。）。

ひとつ⾔えるのは「準中型５ｔ限定免許では反射器がついているトラックは運転できない」です。

（準中型⾃動⾞５ｔ限定免許とは準中型⾃動⾞のうち⾞両総重量5000kg未満、最⼤積載量3000kg
未満の⾃動⾞を運転できる免許です。乗⾞定員は10⼈以下です。）


